
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
中
南
米
第
３
位
の
約
５
０
０
０
万

人
の
人
口
と
１
人
あ
た
り
約
６
７
０
０
ド
ル
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
有
す
る
有
望
な
市
場
で
あ
り
、
す
で
に
約
９０
社

の
日
系
企
業
が
拠
点
を
設
け
て
い
る
。
２
０
１
５
年

の
日
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
投
資
協
定
の
発
効
に
続
き
、
２

０
１
８
年
の
日
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
租
税
条
約
の
署
名
、

さ
ら
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
へ
の
加
盟
な
ど
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に

お
け
る
投
資
・
事
業
環
境
の
整
備
も
着
実
に
進
展
し

て
き
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
革

命
軍
と
の
和
平
合
意
以
降
、
政
情
が
安
定
し
、
治
安

も
改
善
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
２
０
１
８
年

８
月
に
就
任
し
た
イ
バ
ン
・
ド
ゥ
ケ
大
統
領
は
、
経

済
・
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
実
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
変
化
を
契
機
と
し
て
、

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
委
員
会
は
６
月
４
日
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
首
都
ボ
ゴ
タ
に
お
い
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
側

委
員
会（
事
務
局：

Ｆ
Ｎ
Ｃ
〈
コ
ロ
ン
ビ
ア
コ
ー
ヒ

ー
生
産
者
連
合
会
〉）
と
の
間
で
、
第
１０
回
日
本
コ

ロ
ン
ビ
ア
経
済
合
同
委
員
会
を
開
催
し
、「
日
コ
ロ

ン
ビ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
」「
投
資
機
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」

「
新
た
な
経
済
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
３
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

合
同
委
員
会
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
側
か
ら
、
ロ
ベ

ル
ト
・
ベ
レ
ス
Ｆ
Ｎ
Ｃ
総
裁
、
ホ
セ
・
マ
ヌ
エ
ル
・

レ
ス
ト
レ
ポ
商
工
観
光
大
臣
、
マ
ル
セ
ラ
・
ウ
ル
エ

ニ
ャ
農
業
農
村
開
発
省
農
牧
業
問
題
担
当
副
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
約
１
６
０
名
が
参
加
、
日
本
側
か
ら

は
約
４０
名
が
参
加
し
、
１０
回
目
と
い
う
節
目
に
ふ
さ

わ
し
い
、
過
去
最
大
と
な
る
盛
大
な
会
合
と
な
っ
た
。

日
コ
ロ
ン
ビ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

早
期
実
現
を
求
め
る

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
コ
ロ
ン
ビ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
で

は
、
２
０
１
５
年
以
降
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
中
断
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
双
方
に
と
っ
て
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン
と
な
る
協
定
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
関
税

削
減
の
み
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
投
資
促
進
の
効

果
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
質
の
高
い
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
早
期

に
実
現
す
べ
き
と
の
点
で
一
致
し
た
。

さ
ら
に
日
本
側
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
へ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
参
画
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
広
域
の
自
由
貿
易
圏
で
あ
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

第
１０
回
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
合
同
委
員
会
を

ボ
ゴ
タ
で
開
催

小
林

健

こ
ば
や
し

け
ん

副
会
長
／
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
委
員
長
／
三
菱
商
事
会
長
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（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的

及
び
先
進
的
な
協
定
）へ
参
加
を
検
討
す
べ
き
と
指

摘
し
た
。

投
資
機
会
と
新
た
な
協
力
の
可
能
性

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
投
資
機
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
」
で
は
、
日
本
側
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
国
土
を

南
北
に
貫
く
山
脈
に
よ
っ
て
国
内
の
物
流
コ
ス
ト
が

高
い
こ
と
か
ら
、
太
平
洋
岸
の
港
湾
や
道
路
網
な
ど

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
投

資
機
会
で
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
類
似
の
地

形
的
特
徴
を
有
す
る
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
経
験

を
紹
介
し
、
日
本
企
業
に
よ
る
技
術
や
資
金
面
で
の

協
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

「
新
た
な
経
済
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
題
す
る
最
後

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
進
め
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
産
業
や
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
産
業
振
興
策
で

あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
経
済
」
と
経
団
連
が
推
進
す
る

「Society
5.0

」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
側
か
ら
は
「
オ
レ
ン
ジ
経
済
」
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
日
本
の
協
力
を
求

め
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

共
同
声
明
を
採
択
し
、
大
統
領
に
手
交

合
同
委
員
会
の
議
論
を
総
括
す
る
か
た
ち
で
、
共

同
声
明
を
採
択
し
た
。

翌
日
に
は
、
ベ
レ
ス
Ｆ
Ｎ
Ｃ
総
裁
と
と
も
に
大
統

領
府
を
訪
問
し
、
共
同
声
明
を
ド
ゥ
ケ
大
統
領
に
手

交
し
た
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。
ド
ゥ
ケ
大
統
領
か
ら
は
、
日
コ
ロ

ン
ビ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
妥
結
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
と
し
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
実
現
し
、
そ

の
後
で
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
と
経
済
界
の
要
望
に
対
し
て
前
向
き
な
発
言
が

あ
っ
た
。

懇
談
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
ド
ゥ
ケ
大
統
領
主
催

の
夕
食
会
に
は
、
日
本
側
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
側
双
方
か

ら
総
勢
約
６０
名
が
出
席
し
た
。
大
統
領
か
ら
は
、
日

本
か
ら
の
投
資
に
期
待
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
出
席
者

全
員
と
握
手
す
る
な
ど
、
手
厚
い
歓
迎
を
受
け
た
。

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
委
員
会
と
し
て
は
、
２
０

１
４
年
７
月
以
来
、
５
年
ぶ
り
と
な
る
コ
ロ
ン
ビ
ア

訪
問
と
な
っ
た
が
、
当
地
の
治
安
の
改
善
や
事
業
環

境
の
整
備
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
同
国

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
日
本
の
果
た
す
べ
き
役

割
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

経
団
連
で
は
今
後
と
も
、
日
コ
ロ
ン
ビ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
早
期
実
現
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
参

加
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
。

ドゥケ大統領（左）と筆者

開会あいさつを行う筆者
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